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株式会社志結舎
特別協賛新経営研究会

『学び舎』

～次代のものづくりを切り拓く

若き挑戦者たちの学び・交流・研鑚の場 ～

ま な び や



学び舎

2026年度『学び舎』参画のご案内

Prologue
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2025年に始動した『学び舎』は、異なる業界・文化・技術を持つ若手が集い、

経験を交換し合う“相互学習の場”です。単なる企業訪問や知識習得ではなく、

次代のものづくりを担うリーダーを育むための越境体験を提供します。

参加塾生は、一年を通じて「自社の誇るべき技術と夢」を探究します。「観る・

語る・教える・受けとる」という対話を繰り返す中で、自社のアイデンティティや創

業者の想いを自分の言葉で語り直し、「自社の強み」と「自分の役割」を深く

見つめ直していきます。

ここで得られるのは、

自社の課題を異業種の視点で捉え直し、

新たなものづくりのヒントを分かち合う「共創」の絆。

自社への誇りと使命感を育むこのプロセスは、会社組織の文化継承を支える、

未来への投資そのものです。学びを最大化させる「触媒」として、2026年度も

『学び舎』

を真摯に運営してまいります。

１年間の探求と共創

視座の向上と誇りの確立

• 異業種の視点を取り入れ、

自社を再定義する濃密な対話

• 「観る・語る・教える・受けとる」のサイクル

参加塾生の変化

文化継承と組織の活性化

派遣元企業のリターン

• 自社の歴史と技術を自分の言葉で語れる自信

• 現場の枠を超え、全体最適で物事を捉える

経営視点

• 自社の「真の強み」を再定義

• 他社の「最適解」を自社へ

• 暗黙知の可視化

個人の気づきを、組織の確かな力へ。

1年間の探究で得た「自社への誇り」と「社外の知恵」は

技術伝承と現場改善を支える確かな原動力となります
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対象者と実施内容
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Target / Contents

ホスト企業に訪問し、工場やオフィス等の施設見学と、

会社紹介・取組事例紹介・参加者自身が考えている課題等を共有し、

参加者同士で意見交換する

✓ ７社のホスト企業（見学を受け入れる）、一般企業２社の参加

✓ 2026年6月から、1～2か月おきにホスト企業に訪問

✓ ホスト企業の参加者が、当日の企画及び進行を行う。テーマはホスト企業が任意に設定

✓ 参加者自らが案内人となることで、自社を理解し、自己の業務の意義を深める

✓ 期間中合宿での訪問（2泊3日を予定）を実施

✓ ホスト企業訪問に加え、教養的学びによる多角的な視点獲得

✓ 派遣企業の事務局による、実施と改善を同時に進める、継続的なブラッシュアップ体制

30歳代を中心とした、ものづ

くりにかかわる業務に従事す

るリーダー、および管理職

対象者

生産製造技術・生産マネジ

メント、品質管理・品質マネ

ジメント、ものづくり業にかか

わる技術者

リーダー

および管理職候補者
技術者

実施内容

A社訪問 C社訪問

B社訪問

1-2M 1-2M 1-2M
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学びを自社の「変革」へ繋げる —— “学びの実装シナリオ” の例
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Strategic Output

プロセス逆輸入
他社の「最適解」を自社へ

受信

異業種・同業種他社の5S、在庫管理、DX

活用などの「生きたノウハウ」を体感。

実務への実装シナリオ

他者からの膨大な気づきの中から、自社の現

場に即効性のある改善アイデアを抽出。小さく、

早く試すことで、学びを確実に実務の変革へと

繋げます。

自社再定義
自社の「真の強み」を武器化

発信

自社工場や技術を他社へプレゼンし、外部

（他社）の鋭い視点で棚卸し。

実務への実装シナリオ

自社の「真の強み」を言語化し、営業資料や

お客様への自社の強みの訴求力を高めます。

暗黙知・ナレッジの可視化
マニュアル外伝の作成

対話

他社塾生からの「なぜこの手順か？」などの問

いは、ベテランの無意識の技を炙り出します。

実務への実装シナリオ

既存マニュアルにはない「工程の意図」や「コツ」

をQ&A化。若手育成のスピードを劇的に早め

る教育資産を構築します。
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参加企業（ホスト参加 / 一般参加） / 協力企業 / 特別講師 / 運営メンバー

Host /
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参加企業

特別プログラム講師

ファシリテーター 全体運営

鈴木 一義 氏  （独）国立科学博物館 名誉研究員 （前 産業技術史資料情報センター長）

日本の科学技術史研究の第一人者。江戸から現代に至る発展過程を、実物資料に基づき実証的に研究している。「も

のづくり日本大賞」選考委員や「トヨタ産業技術記念館」展示監修委員、世界遺産アドバイザーを歴任。学術的知見を

活かし、博物館の監修や公的委員として日本の技術文化の継承に広く貢献している。

柳原 直人 氏 株式会社たすきづな代表取締役（元 富士フイルム株式会社 取締役常務執行役員）

多様なネットワークと対話を重視する姿勢で企業や組織の「絆」を深め、次世代へつなぐ支援を展開している。経営コンサル

タント（経営者への助言、人材育成や新規事業に関する課題研修、講演など）を生業に、両利きスタイルで社会課題

解決に向けてエネルギー問題と地方創生に取り組んでいる。

関口 隆 株式会社志結舎 代表取締役

富士通にて工場経理や、通信キャリア向け光通信装置の開発・ハードウェア設計、生産革新リーダーを歴任。R&D開発

と製造連携の改革を主導し、現場の自律的な組織・人づくりに注力した。独立後は、理念と真実を学び深める実践型

コミュニティ「N-SHIP」を運営。豊富な現場経験を活かし、本質的な学びによる人の躍動化と組織の持続可能性向上

を支援している。

和賀 忍 MD-lab23 代表

岡本硝子執行役員を経て、新工場の立ち上げ責任者などを務め、ものづくりの第一線で活躍。現在は中小企業のア

ドバイザーとして、現場の可能性最大化を追求している。コーチングスキルを活かしたリーダー育成にも定評があり、経営層

と伴走しながら、現場の技術と人の成長を両立させる支援を行っている。

地域協力企業・協賛企業（予定）

⚫ 株式会社島田木材

⚫ 日本航空株式会社,  株式会社ＪAＬエンジニアリング

⚫ パナソニック株式会社

⚫ 株式会社やまとわ

⚫ 若鶴酒造株式会社

⚫ AKKODiSコンサルテイング株式会社

⚫ Astemo株式会社

⚫ 川田工業株式会社

⚫ グローリー株式会社

⚫ コーセル株式会社

⚫ KOA株式会社

⚫ 谷電機工業株式会社

⚫ 株式会社奈良機械製作所

⚫ 日立ハイテク株式会社
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Schedule
状況により、実施日やプログラム内容が変更される場合があります2026年度（第2期）スケジュール
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実施日 内容 開催場所訪問先 所在地 内容・見学のポイント

第１回 5月22日
企業訪問１

オリエンテーション
AKKODiSコンサルティ

ング株式会社
東京都港区

「学び舎」全体説明
講師：柳原直人氏（株式会社たすきづな代表取締役）
テーマ：“技術” について語ろう！

第２回 7月3日 企業訪問２ グローリー株式会社 兵庫県姫路市 通貨・紙幣識別の技術開発と機器製造より、ものづくりのサプライチェーンを知る

第３回
（合宿）

7月29日
～30日

企業訪問３
地域企業訪問

KOA株式会社
株式会社やまとわ

長野県伊那市 極微細部品の開発生産を経営の基盤とし、地域に密着した事業開発も行う
「技師道を探る会」特別勉強会：『“技術”の道と向かうべき方向を探る』

第４回 9月4日 企業訪問４ Astemo株式会社 宮城県角田市 二輪・四輪車・電動車向けのECUやスロットルボディなどの部品を通して、
モビリティの進化を支える“現場のものづくり技術” を知る

特別勉強
会

調整中
講演研究会

（技師道を探る会）
調整中 調整中 講師：鈴木一義氏（国立科学博物館 名誉研究員・技術史研究者）

テーマ：「日本の技術の むかし・いま・みらい― ものづくり技術の継承と進化」

第５回
（合宿）

10月22日～
24日

企業訪問５
企業訪問６

地域企業訪問

コーセル株式会社 富山県富山市 工業製品に使用される電源の専業メーカー。QCサークル活動など生産現場を中心と
した改善活動が活発で、ものづくりを中心とした経営を営んでいる

川田工業株式会社 富山県南砺市 主に橋梁などの重量物を製造。大モノながら微細な交差を追求するものづくりを観る

株式会社島田木材
真宗大谷派 大福寺
若鶴酒造株式会社

富山県南砺市
富山県南砺市

地域の水楢を活用した「三四郎樽」の製造、三郎丸蒸留所で蒸留されたウィスキーの
熟成倉 T&T TOYAMA (非公開施設) 見学、島田優平社長によるご案内
「土徳」が生み出す生活にとけ込むものづくりの美を太田浩史住職（日本民藝協会
常任理事）より学ぶ

第６回 11月27日 企業訪問７
株式会社
日立ハイテク

茨城県
ひたちなか市

「知る力で世界を、未来を変えていく」
～半導体・ヘルスケア分野を支える、三位一体のモノづくり×磨き抜かれた品質による
モノづくりを学ぶ～

第７回 2027年 1月 まとめ 調整中 参加者のまとめプレゼンとフィードバック（気づき・学び・宣言等の共有）
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『学び舎』参加費 / 継続的な学びにむけて

Price / Benefit
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参加費

※プログラムの具体化により、参加費を見直す場合があります

ホスト企業 / 一般企業

45万円 / 1人分

✓ 参加費には、集合場所から訪問先までの交通費、懇親会費、その他諸経費を含む
（集合場所までの交通費、合宿等の宿泊費は、参加企業にてご負担ください）

✓ 追加参加は、お一人につき、塾生35万円、事務局15万円いただきます

✓ 派遣元事務局様のスポット参加は、訪問1社あたり、お一人2.5万円いただきます
（合宿など複数日に及ぶ場合は、内容に応じて金額を設定いたします）

参加者

継続的な学びとネットワークの拡大にむけて

『学び舎』に参加された皆さんは、

N-SHIPコミュニティ一般会員として、一年間ご参加いただけます

参加者同士の

つながり

ネットワークづくりの

継続発展へ

N-SHIPとは

人や組織・社会をより良くしようとする人々が集い、学び、交流し、実践できる会員

制コミュニティ・プラットフォームです

⚫ 多様な業界の人々との交流

⚫ 最新の知識や実務スキルの習得

⚫ 経験豊富なメンバーとの対話

⚫ 新規プロジェクトや共同事業の創出

⚫ 他では得られない価値ある体験

N-SHIPの詳細はこちら 

※事務局1名のオブザーブ参加を含む

https://www.nature-ship.com/


『学び舎』では参加者・ホスト企業を随時募集しております。

ご興味を持たれた方はお気軽にお問合せください。

＜お問い合わせ窓口＞

株式会社志結舎 関口 / 中村 / 原 
manabiya@shiyusha.co.jp

ぜひ『学び舎』を

学び・交流・研鑚の場としてご活用ください 
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